
SDGsとは

持続可能な開発目標（SDGｓ： Sustainable Development Goals）とは、貧困や格差、気候変動な

ど様々な問題に対して持続可能でよりよい社会の実現を目指す世界共通の目標です。2015年の国連

サミットにおいて「持続可能な開発のための2030アジェンダ」の中で掲げれられ、全ての加盟国が合

意しました。2030年を達成期限として、17のゴールと１６９のターゲットから構成されている国際目標

です。

SDGsは、地球上の「誰一人取り残さない（leave no one behind）」ことを誓っています。発展途上国

だけの問題ではなく、先進国も含めたすべての国における普遍的な目標として世界各国が協力し、目標

達成に向けて取り組みを行っています。

SDGsは国連サミットで合意された世界の共通目標ですが、決して国や自治体だけが取り組む問題で

はありません。私たち一人ひとりの行動がSDGｓにつながっています。この資料の中でSDGsにおける

17のゴールとそれぞれの目標に対して私たちができることをご紹介します。



SDGs達成のために

SDGsの歴史

SDGsには、17のゴール（目標）と、それらの目標の詳細内容および実施手段を定めた169のターゲッ

ト（指標）が設定されています。これらの目標達成の過程において非常に重要な観点が「誰一人取り残

さない（leave no one behind） 」という考え方です。

この背景には、過去の開発や支援のあり方、取り組みに対する反省があります。国際機関や各国政府は

SDGsの前身であるミレニアム開発目標（MDGs： Millennium Development Goals）を土台に、

2000年～2015年にかけて貧困削減や飢餓の根絶に向けて取り組みを行ってきました。その成果は大

きく、貧困率や飢餓は大幅に減少し、教育へのアクセスも拡大しました。しかし、取り組みやすい活動や

結果の得られやすい課題に優先的に取り組んだ結果、開発や支援から取り残される人々が出てきました。

このような反省を踏まえて、SDGsでは「誰一人取り残さない」ことを理念に掲げ、全ての国が普遍的に

取り組む国際目標となっています。

ミレニアム開発目標：MDGs

2001年～2015年

・8つのゴール

・２１のターゲット

・途上国の目標

・専門家の主導

持続可能な開発目標：SDGs

2016年～2030年

・１７のゴール

・１６９のターゲット

・すべての国の目標

・全加盟国で取り組み

ミレニアム開発目標：MDGs

2001年～2015年

持続可能な開発目標：SDGs

2016年～2030年

・「誰一人取り残さない」

・私たち一人ひとりの行動が目標達成に

つながっている

2019年に開催されたSDGｓサミットでは、進展しているもののあるべき姿からは程遠く、2030年まで

を『行動の10年』とする必要がある、といったＳＤＧｓの進捗に対する危機感が表明されました。

SDGｓ達成に向けた道のりは決して順調ではありません。私たち一人ひとりが理解を深め、身近なこと

から取り組み、当事者という意識をもって行動することが『行動の10年』の中で求められています。



禁忌品正しく分別しよう

紙リサイクル×SDGs

SDGｓ達成のためには身近なことから取り組む必要があります。

例えば「紙リサイクル」もSDGｓ達成に大きく貢献しているのです。

紙は使用された後、古紙として分別・回収を経て、再び新しい紙に生まれ変わります。正しく分別を行い

リサイクルを進めることで資源の有効活用やごみの削減を図ることができます。

近年、地球温暖化に伴う気候変動やマイクロプラスチックなどの海洋問題など様々な環境問題に直面し

ています。その中で、紙を効果的に使用し、進んでリサイクルを行い、皆で紙リサイクルがSDGｓに紐づ

いていることを意識しながら、目標達成に貢献していきましょう。

より効果的に紙リサイクルを進め、ＳＤＧｓ達成に貢献するためのコツを紹介します。

リサイクルされた製品を使おう

リサイクルを進めていくためには、

古紙の分別を行うことが大切です。

新聞や雑誌、段ボールなどそれぞれの地域

で定められた古紙の分別区分があります。

「紙」だからといって一緒にまとめてしま

うのではなく、種類ごとに分けて排出しま

しょう。

紙

費者としてリサイクルされた製品

を積極的に使うこともSDGｓ達成

に貢献できます。パッケージに表示された

様々な環境マークを確認し、消費者として

責任をもって「持続可能な商品」を使用す

るようにしましょう。

消

紙の中には再び紙にリサイクルすることが

できない「禁忌品」と呼ばれるものがあり

ます。これらを古紙に混ぜてしまうと製品

の品質低下や機械の故障の原因となってし

まいます。古紙を分別する際は、禁忌品を

混ぜないよう注意しましょう。

禁忌品に関する啓発資料

古紙を規程の割合以上使用した製品につけ

ることができるマークとしてグリーンマー

クがあります。このようなマークのある製

品を選択し、使用していく

ことでもSDGｓ達成に貢献

することができます。

グリーンマーク



リサイクルしよう 水を出したままにしない

じぶんゴト

SDGｓは国や自治体だけが取り組む目標ではありません。私たち一人ひとりの行動がSDGｓにつながっ

ていることを認識し、身近な生活や行動を捉えなおす「じぶんゴト化」が大切です。

私たちの身の回りから変えられることはたくさんあります。今日から早速一緒にやってみましょう！

地産地消を心がけよう使わない電気は消そう

い終わったものも正しく分けてリサ

イクルすれば資源になります。ビ

ン・缶・ペットボトル・古紙など自治体の

決まりにしたがって分別を行いましょう。

また、リサイクルされた商品を積極的に選

ぶこともSDGｓにつながります。

界には安全な水にアクセスできない

人々がたくさんいます。普段からこ

まめな節水を心がけましょう。例えば、1

分間シャワーを使うと約12Lもの水を使用

します。こまめに蛇口を閉め、水の使い過

ぎに気を付けて節水・省エネに努めましょ

う。

気は私たちが豊かに暮らしていくう

えで不可欠なものです。その電気の

多くは発電所で石油や石炭と言った化石燃

料を元にしたエネルギーが中心です。使っ

ていない部屋を消灯したり、エアコンの設

定温度を調節することで使用する電力を減

らし、省エネに努めましょう。

産地消とは、地元で生産したものを

地元で消費することです。地元で買

い物をすることで、地域の経済が活性化し

農業などの生産者の保護・活性化につなが

ります。また、フードマイレージ（食品輸

送にかかる温室効果ガスの量を評価）の観

点からもSDGｓに貢献できます。

使

地電

世


